






（transcatheterarterialchemoembolization: 以下 TACE）を行う際，血管撮影装置と CT 装



























































　平成 27 年１月から平成 28 年４月に Lip-TACE
を施行した 27 症例
・男性 24 症例，女性３症例

















































































４-２ ．単純 CT でのリピオドール集積体積の測
定方法


















には相関係数 R２＝ 0.8388 と強い相関性を認めた










































































































































gital Subtraction Angiography（以下 DSA）
撮影を 腫瘍を栄養する血管でなければ選
択し直し 再度撮影を繰り返していた．今回




































































































































Fig.14 および Fig.15 に示す（ポイント①とする）．



















　 我 々 は，３DWS で あ る SynapseVINCENT
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Fig.16　DSA②
Fig.17　塞栓領域予測②　121ml（14.4％）
Fig.18　術後単純CT（105ml）
Fig.19　塞栓領域予測②（121ml）
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